


　ここ数年、地震や豪雨などの大規模災害が全国各地で発生しています。
新型コロナウイルスの影響で、マスクや消毒液が店頭から消えたことは記
憶に新しいですが、災害が起こると、被災地はもちろん、その他の地域で
も流通が滞り、生活に必要な物が手に入りにくくなります。日ごろから、
自分（家族）の命は自分で守るという「自助」の意識を持つことが大切です。
　命を守るために水と食料品は必需品です。災害が起こった時を想定し、電気・水道・ガスといった
ライフラインの復旧や、行政などからの支援が届くまでに必要とされる３日分～１週間程度の備蓄食
を用意しておきましょう。

　現代ではあまりなじみのない行事ですが、９月９日は五節句（五
節供）の一つ「重陽の節句」です。旧暦の９月９日は、現在の暦
では10月中旬ごろに当たり、ちょうど菊の花が咲く時期であっ
たことから、「菊の節句」とも呼ばれます。菊の強い香りで邪気（病
気や災難など）を払い、長寿を祈る風習があります。

調理に使う水
も含め、１人
１日３ℓが目
安です。

米や乾物など、保存性の高
い食品を多めに買い置きし、
使ったら買い足す「ローリ
ングストック」で、無理な
く備えましょう。

災害時には、栄養バランスの
偏りによる体調不良も心配で
す。主食・主菜・副菜となる
食品をそろえておきましょう。

甘い物や食べ慣れているお菓
子には、不安な気持ちを和ら
げてくれる効果もあります。

ボンベは１週間当たり１人
６本程度必要です。
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連続講座	
　第１弾　天忠組を知る　　日時　　９月３０日（土）１３時３０分～
　第２弾　天忠組を語る　　日時　１０月　９日（月・祝）１３時３０分～
　第３弾　天忠組を伝える　日時　１０月２８日（土）１３時３０分～
各回共通
　場　　所　　なら歴史芸術文化村ホール　（奈良県天理市杣之内町４３７―３）
　参 加 費　　無　料
　定　　員　　２７０人
　内　　容　　�岡本彰夫先生の基調講演、映像作品「天忠組」上映、天誅踊り披露、パネルディスカッショ

ンなど、３回に分けて講座を行います。
　出演予定　　奈良県立大学客員教授　岡本彰夫　氏、元東吉野村教育長　阪本基義氏
　　　　　　　奈良県橿原考古学研究所　主任研究員　岡見　知紀　氏　　　　
　　　　　　　企画係長　小栗　明彦　氏
　　　　　　　天誅（忠）組記念館　館長　草村　克彦　氏、映像作家　　保山　耕一　氏
　　　　　　　シンガーソングライター・俳優　大垣　知哉　氏　ほか
　お問い合わせ、お申し込み先
　　〒６３３－２４９２　奈良県吉野郡東吉野村大字小川９９
　　天忠組市町村連携協議会事務局（東吉野村役場総務企画課内）
　　ＴＥＬ０７４６－４２－０４４１　ＦＡＸ０７４６－４２－０４４６
　　E-mail　soumukikaku@vill.higashiyoshino.lg.jp
※お申し込みは、お名前、おところ、連絡先電話番号、参加ご希望の講座をFAX、電話または、E-mail
等でお知らせください。

天誅組シンポジウム in 大和　開催についてのお知らせ天誅組シンポジウム in 大和　開催についてのお知らせ

広 報 ひ がしよし の 令和５年９月１日
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奈良年金事務所
奈良市芝辻町4-9-4

☎0742-35-1371㈹

桜井年金事務所
桜井市大字谷88-1

☎0744-42-0033㈹

大和高田年金事務所
大和高田市幸町5-11

☎0745-22-3531㈹

国民年金に関するお問い合わせは、税務保険課、または最寄りの年金事務所まで。
日本年金機構ホームページ　www.nenkin.go.jp/

　「国民年金」は、２０歳から６０歳までのすべての人が加入する義務がある、国が運営する年
金制度です。
　年金は老後のためだけでなく、思わぬ事故で身体に障害を負ってしまったときに、障害年金
を受け取ることができます。
　「いざ」というときに頼りになる「保険」です。
　２０歳から国民年金の保険料を払わなければなりませんが、収入が少ないため保険料が払え
ない５０歳未満の方には、保険料の納付が猶予される「納付猶予制度」があります。
　万一の備え、将来の備えとして、ぜひ、この制度をご利用ください。

「納付猶予制度」って、どんな制度なの？
　２０歳から５０歳未満の方の国民年金保険料の納付が猶予される制度です。
国民年金には保険料を免除する制度がありますが、本人の所得が低くても収入のある世帯主（親
など）と同居している場合は、保険料の免除対象にはなりません。
　「納付猶予制度」は、世帯主の所得にかかわりなく、保険料の納付が猶予される制度です。
　また、この猶予制度を利用している期間は、不慮の事故やスポーツ・病気などで身体に障害
が残った場合に受け取れる障害基礎年金の受給資格期間に算入されます。
＜所得のめやす＞
　（扶養親族等の数＋１）×３５万円＋３２万円で計算した額以下である場合
＜対象となる方＞
　５０歳未満で、本人と配偶者の各々の所得が一定金額以下の方

そのままにしておくと、どうなるの？
　保険料を納付しないで、この「納付猶予」の申請もしないままでいると、老後に受け取る老齢
年金だけでなく、病気やけがで障害が残ったときの障害年金なども受け取れなくなることがあ
ります。

「納付猶予制度」のご案内

広 報 ひ がしよし の令和５年９月１日
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国税に関する一般的なご相談は
電話相談センターへ

Ｓｔｅｐ１

最寄りの税務署へ電話をかけます

吉野税務署　０７４６－３２－３３８５
（受付　８時３０分～１７時　土・日・祝日及び年末年始を除く。）

Ｓｔｅｐ２

音声案内に従い1番を選択
1　電話相談センター　　　　
2　税務署からのお尋ね・面接相談の事前予約等

3　消費税の軽減税率・インボイス制度についてのご相談等

※　確定申告期は、0番に確定申告に関するご相談等が追加されます。

来署によるご相談は、
事前予約を！お願いします。

　税務署では、面接相談の事前予約制を実施しております。

　電話での回答が困難な相談内容（具体的に書類や事実関係を確認する必要がある場合な

ど）については、所轄の税務署において面接相談をお受けしております。

　面接相談を希望される方は、所轄の税務署に電話で相談日時を予約してください。予約

の際、名前・住所・相談内容をお伺いし、相談日にお持ちいただく書類等をお伝えします。

税務署へ電話
自動音声案内 税務署

「相談の予約をしたい」と
お伝えください。「２」を選択

～税務署からのお知らせ～～税務署からのお知らせ～

広 報 ひ がしよし の 令和５年９月１日
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　吉野三町村クリーンセンターは、令和５年９月２９日（金）をもちまして、ごみ処理業務を終了致し
ますので、直接ごみの持ち込み受付も終了致します。

令和５年１０月からは、
　・さくら広域環境衛生組合「さくら美化センター」で処理されます。
　・直接ごみの持ち込みは「さくら美化センター」にお願いいたします。

　皆様には長年にわたり、当組合のごみ処理業務にご理解とご協力を賜り誠にありがとうございました。

お問い合わせ先　吉野広域行政組合　吉野三町村クリーンセンター
　　　　　　　　ＴＥＬ　０７４６－３２－１２７５
　　　　　　　　ＦＡＸ　０７４６－３２－８０９７

　令和５年１０月から、新たなごみ処理施設の「さくら美化センター」が稼働します。
　それに伴い、住民の皆様が自分でごみを施設に直接持ち込む際には「さくら美化センター」へ前日ま
でに電話予約が必要になります。（１０月２日に持ち込まれる場合のみ、当日予約となります）
　直接持ち込みを希望される方は、以下の連絡先へ事前に連絡をお願いいたします。

〇新施設
　さくら美化センター
　（大淀町西増５９６－３）
〇連絡先　０７４６－４７－２２１５
〇予約受付日時
　月～金曜日の９時～１６時
　（祝日、年末年始を除く）
〇ごみ受入日時
　月～金曜日の９時～１６時
　（祝日、年末年始を除く）、
　毎月第３土曜日の９時～１５時
※�直接持ち込みの場合、ごみの量に応じた手数料
　（１０ｋｇにつき６６円）が必要になります。

吉野広域行政組合　吉野三町村クリーンセンターからのお知らせ吉野広域行政組合　吉野三町村クリーンセンターからのお知らせ

さくら美化センターが稼働しますさくら美化センターが稼働します
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